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お 買い あげ いた だ き 、 ま こと に あり が と う ご ざ いま し た 。 
本 書 (保証 書付 ) を よく お 読み の うえ 、 正 し く お 使 いく だ さい 。 
ご 使用 の 前 に 、「 安 全 上 の ご 注意 ] を 必ず お 読み くだ さい 。 
本 書 (保証 書付 ) は 、 い つ で も 見 る こと が で きる 所 に 必ず 
保存 し て くだ さい 。 














@ 製造 番号 は 品質 管理 上 重要 な も の で すか ら 製 品 本 体 (銘板 ) 
に 表示 され て いる 製造 番号 と 、 製 品 保証 書 に 記載 され て い 
る 製造 番号 と が 一 致し て いる か 、 お 確か めく だ さい 。 

@ 本 書 裏表 紙 の 製品 保証 書 部 分 に は 必ず 購入 店 名 ・ 購 入 日 な 
ど が 記載 され て いる こと を お 確か め に な っ て か が ら 、 お 受け 
取り くだ さい 。 

@ な お 、 本 書 は 、 必 ず 保 存 し て くだ さい 。 万 一 使用 中 に わ 
か ら な いこ と や 具合 の 悪い こと が お きた と き 、 き っ と お 役 
に 立ち ます 。 
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i mm 注 斎 
安全 上 の ご 注意 


本 書 お よび 製品 に は 、 安 全 に お 使い いた だ く た め に いろ いろ な 表示 を し て いま す 。 
内 容 (表示 ・ 図 記号 ) を よく 理解 し て か ら 本 文 を お 読み に な り 、 記 載 事 項 を お 守り くだ さい 。 


画 | 表示 」 を 無視 し て 誤っ た 取り 扱い を する こと に よっ て 生じ る 内 容 を 、 次 の よう に 区 分 し て いま す 。 


「 人 N 危険 


合 冬 生 - 
庄 


‘FE 
/N 注 避 
NG 





「 人 が 死亡 また は 重傷 を 負う お それ が 高い 内 容 」 を 示し て いま す 


「 人 が 死亡 また は 重傷 を 負う お それ が ある 内 容 」 を 示し て いま す 








「 人 が けが を し た り 財 産 に 損害 を 受け る お それ が ある 内 容 」 を 示 a 
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し 】 


画 お 守り いた だ く 内 容 の 種類 を 「 図 記号 」 で 区 分 し て 説明 し て いま す 。 
が [ [J @ に 3 @ @ @ @ @ る \ 
/N [ 気 を つけ る 必要 が ある こと 」 を 表し て いま す 。 
QO 「 し て は いけ な いこ と 」 を 表し て いま す 。 
@ 「 し な けれ ば な ら な いこ と 」 を 表し て いま す 。 
Na プ 
/ ru ルズ こつ や ふ ふ ビジュ ビーゴ ョ a ゃ \ 
設置 後に すべ て を お お っ て 密封 蓄電 池 周 辺 で 使用 する トルク 
し た り 、 火 気 可 燃 物 を 近付け た レン チ ・ ス パナ な どの 金属 
り し な い 、。 携帯 型 発電 機 な ど で 具 は 、 ビ ニー ル テ ー プ な ど で 
の 現場 充電 は し な い 。 絶縁 処理 を する 。 
mL 蓄電池 は 水素 ガス が 発生 し ます の で 、 みず 舌 施 ショ ー ト の 原因 と な り 、 や けど ・ 
取り 扱い を 誤る と 引火 ・ 爆 発 の お そ 著 電 池 の 破 損 や 、 引 火 ・ 爆 発 の 
れ が あり ます 。 原因 と な り ま す 。 
\ ノノ 
/ " 
蓄電 池 を 分 解 し な い 
療 電 池 の 中 に は 人 体 に 有害 な 化学 薬 6 = 
品 ( 希 硫酸 ) が 入っ て いま す 。 分 解す ei 
る と 失明 や 、 や けど を する お それ が なし!o 
あり ます 。 目 ・ 皮 膚 ・ 衣 類 ・ 物 に つ や けど ・ 発 煙 発火 の 原因 と な り 
村上 いた と きま は 、 す ぐに 多量 の 水 で 洗い 、 禁止 ます 。 
目 に 入っ た と き は 、 医 師 の 治療 を 受 
け て くだ さい 。 
電 ー ノ 


る gp ee oooo oo 0000000000000000060000009009000606060 9 


/NN 警 
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琴 
雨天 時 な ど 、 製 品 お よび 作業 ) EE 
Q 者 な ど が 濡れ た 状態 で 絶対 に QO 従い 、 確 実 
MO 施工 に 不備 が ある と 、 感 電 ・ 落 下 ・ 
、 半 F 感 電 事 改 ・ 改 障 の お それ が あり ます 。 必ず 実施 支柱 転倒 の 原因 に な り ま す 。 ノ 
定め られ た 環境 ・ 条 件 以外 。 ) 
で は 使用 し な い 。 接続 や 組み 付け の ボル ト ・ 
落下 ・ 感 電 ・ 火 災 ・ 支 柱 折れ の ビス は 、 し っ か り 締 め る 。 
某 上 原因 に な り ま す 。 2 締め 付け が 不 十分 な 場合 、 落 下 や 
っ は ずれ に より 、 け が の 原因 に な り 
耐風 速 (設計 風速 )60m/s(LN- ] い SS ノ 
S LXH1)65m/s(LN-LXHS 1) 
仕様 で す 。 そ れ 以 上 の 風速 を 受 + キ SN ヒ ァ で 2k 。 フト » 
まお よび 基礎 ・ ア ンカ ー ボ 
ける 場所 で は 使用 し な い 。 0 
器具 落下 ・ 文 柱 転 倒 の 原因 に な り ま す 。 @ タイ プ を 確認 の 上 、 十 分 な 強 
度 を 有する も の を 使用 する 。 
この 器具 は 一 般 屋外 用 ( 防 雨 型 ) 必ず 実施 。 強度 が 不 十分 な 場合 は 支柱 転倒 の 
で す 。 そ れ 以 外 の 場所 で は 使用 原因 に な り ま す 。 
し な い 。 4 
禁止 。 火災 ・ 感 電 ・ 発 火 の 原因 に な り ま す 。 へ 
> = 人 異常 が 発見 され た 場合 は 、 放 
若 電 池 は 指定 の 電池 以外 を i Sn 
使用 し な い 。 
火災 ・ 感 二 の 原 因 に な り ま す 。 まで 連絡 する 。 
上 み * 舌 池 放置 し ます と 支柱 の 転倒 ・ 落 下 
と 感電 な ど で 負 慢 ま た は 物 的 損害 の 
太陽 電池 は 短絡 させ な い 。 し 因 千 926 ノ 
火災 ・ や けど の 原因 に な り ま す 。 ど a 
へ 、 楽 搬入 ・ 搬 出 に 際 し て は 、 重 心 
お よび 重量 に 注意 する 。 
器具 の 改造 や 架空 配線 * 他 の 灯 Q@ : 吊 ee 4 
GO 具 の 取り 付け は 絶対 に し な い 。 必ず 実施 。 け が の 原因 に な り ま す 。 
落下 ・ 火 災 ・ 感 電 ・ 支 柱 折 れ の 
禁止 。 原因 に な り ま す 。 
電線 ある い は 絶 緑 処理 部 に 刃物 等 
クレ ー ン や ワイ ヤー な ど を に よる 傷 を つけ な いよ うに する 。 
送 配 電線 に 接触 させ な い 。 漏電 ・ 感 電 ・ 火災 の 原因 事故 の お 
ー プ 感電 事故 の お それ が あり ます 。 、 それ が あり ます 。 ノ 
誠一 般 通常 環境 と は 
下記 の よう な 場所 を 除い た 環境 を さ し ま す 。 
1. 粉塵 が 多い 場所 ・ 振 動 が 激しい 場所 ・ 噴 水 な ど に より 常時 水 の か か る 場所 ・ 湿 気 の 多 い 場所 ・ 水 中 。 


ら . 可燃 性 ガス ・ 




















腐食 性 ガス ・ 























3. 器具 取り 付け 直 





に 結 填 が 発生 する 場所 。 











塩害 な ご が 発生 する 場所 。( 誠 鉱 内 ・ 海 岸 地区 ・ 


温泉 地区 ・ 重 工業 地区 な ど ) 
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印 














安全 上 の ご 注意 
人 注意 



































定期 的 に 点検 を お こ な う O 電気 工事 士 の 資格 が 必要 で す 。 
点検 ・ 交 換 な ど は 販売 店 また 施工 は 本 説明 書 に 従い 確実 に 
、 専 門 業 者 に 依頼 し て 実施 し て く $ こ な っ て くだ さい 。 
さい 。 不備 が ある と 、 転倒 ・ 落下 ~ 感電 ・ を ロロ < の 
ee 二 発 全 の 原因 と な り 、 予 期 せめ AR a MD 
事故 に つなが る お それ が あり ます 。 = 8 














_ 
ョ yi 言 $ よ び 、 ア ー 安定 し た 場所 に 設置 する 。 
0 hb AT (ゆい 軟 弱 な 地盤 や 傾 鋼 地 な ど 、 不 安定 な 








て 語 | ) N 
[D 種 接地 工事 ノ 電 気 設備 ] 人 5 に 還 する と 技 全 する お それ が 


必ず 実施 感電 ・ 火 災 の 原因 に な り ま す 。 






























































人 as 、 支柱 は 必ず 重 邊 に 立て て くだ さい 。 | 
a 器具 落下 ・ 支 柱 転 倒 の 原因 に な り 
か 、 雪 が 積 も ら な いよ うに 除 時 | 9 5“ ノ 
し て くだ さい 。 太陽 電池 、 お よ 
wn びび 灯 具 を 取り は ず し た 場合 は 、 | / i | 
水 が 入 ら な いよ うに カバ ー を か 周囲 温度 は 、- 15 で 40C の 
け て くだ さい 。 男 囲 で 使用 くだ さい 。 
_ ノ 高温 で 使用 する と 、 火 災 、LED 短 寿 
PE 命 の 原因 に な り ま す 。 
支柱 下部 に 本 体 の 水 抜き 穴 が あ 4 





/ 
り 、 支 柱 内 に 湿度 が 充填 し な い 
よう に 、 排 水 処理 を 考慮 し て く 
必ず 実施 ls 
・ 支 柱 折 れ の 原因 に な り ま す 。 





























交流 電源 を ご 使用 くだ さい 。 
電源 電圧 は 、 器 具 銘 版 ま た は 
本 説明 書 に 記載 され て いる 電圧 
土 1096 内 で 使っ て くだ さい 。 


必ず 実施 。 間違っ て 使用 する と 、 火 災 、 機 器 の 
短 寿命 火災 の 原因 に な り ま す 。 














製品 ・ 消 耗 品 の 交換 また は 廃棄 時 は 、 お 買い あげ の 販売 店 また は シャ ー プ お 客 様相 談 セ ンタ ー ま で 
ご 相談 くだ さい 、。 

製品 の 設置 に 際 し て は 注意 事項 を お 守り くだ さい 。 少 し で も 危 健 され る ケー ス が ある 場合 、 お 買い 
あげ の 販売 店 また は 、 シ ャ ー プ お 客 様相 談 セ ンタ ー (裏表 紙 参 照 ) ま で お 問い 合わ せく だ さい 











引渡 し 時 の ご 確認 


本 製品 は 完成 出荷 検査 を 実施 し て お り ま す が 、 撤 送 途中 な ど に 、 異 常 が 発生 する こと も 考え られ ます 。 
も し 異常 を 発見 され まし た ら 、 た だ ち に お 買い あげ の 販売 店 まで ご 連絡 くだ さい 。 


梱包 物 の ご 確認 


本 製品 は 7 梱包 で 構成 され て いま す 。 
梱包 の 数 量 と 中 身 を 確認 し て くだ さい 。 
梱包 物 に 不定 が あっ た 場合 は 、 お 買い あげ の 販売 店 に ご 連絡 くだ さい 。 











田 同 梱 部 品 
@ 灯具 アン グル カバ ー 
M4 ネジ 4 本 





電源 ボッ クス 











一同 梱 部 品 
@ 「 事 説明 書 お よび 取扱 説明 書 (本 書 ) 
@ 電源 ポッ クス 取付 用 MB ボ ルト 4 本 











( @ 茜 電池 端子 取付 ネジ 2 本 (1 ケー ス ) ) 





本 書 ( 保 証書 付 ) 





器 瑞 (49 需 で 比 叶 思い 刑 時 fdGF 陸 考 


音 部 の な まえ 




















































































































コン トロ ー ラ ー 

© 5B ) © 

| 上 芋 

| | ( 天 カ バー) 

am 回 回 攻 

較 (ボッ クス カバ ー) 

g 間 | | 

。 隊 拉 

















S ら ( 赤 ) : 未 使用 

S1 ( 赤 ) : 感 岩 セン サー モー ド 表 示 
OUT ら ( 椅 ) : 未 使用 

OUT1( 樽 ) : 出力 表示 

CHG( 緑 ) : 充電 表示 


外形 寸法 図 









灯具 


支柱 








電源 ポッ クス 
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<A 矢 視 部 の 拡大 
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単位 mm 


ソー ラー・LED 照 明 灯 の し くみ 





























ン へ ‘ 
KNN 
太陽 光 ~~ 
太陽 電池 
灯 具 | 
国屋 電 ・ タ ィ マ ー コ ント ロー ラー 
に 財 充 電 ・ 過 放電 防 上 機能 
i 日 没 検 知 ・ 自 動 点灯 機能 。 , 
1 日 出 検 知 ・ 自 動 消灯 機能 ! 
: タイ マー コン トロ ー ル 機能 」 
| 地 天 検知 照明 モー ド 変 更 本 能 
回 。 き mW 商用 電源 






































太陽 電池 太陽 の 光 エ ネル ギー を な 直接 電気 エネ ルギー に 変換 し ます 。 ま た 、 周 囲 が 暗く な る と 出力 電 
圧 が 低下 する 特性 を 利用 し 、 条 具 を 点灯 させ る セン サー の は た らき も し ます 。 


充 放 電 ・ タ イマ ー コ ント ロー ラー 
| [ 過 充 電 防 止 機能 








蓄電 池 の 電 圧 が 一 定 値 以上 に 達し た と き 、 充 電 を 停止 ご せ 蓄電 池 の 過 充電 を 防 ざ ます 。 
その 後 、 蓄 電池 電圧 が 低下 する と 再 充電 を お こない ます 。 


| 民 


























蓄電 池 が 設定 され た 放電 終止 電圧 に 達し た と き 、 蓄 電池 か ら の 放電 を 停止 させ 蓄電 池 の 過 放電 を 防ぎ 

ます 。 こ の と き 、 点 灯 中 の 灯具 は 消灯 し ます 。 

[日 没 検知 ・ 自 動 点 灯 機能 

日 没後 、 太 陽 電 池 電圧 が 一 定 値 以下 に な る と 、 灯 具 を 点灯 させ ます 。 

| [日 出 検 知 ・ 自 動 消灯 機能 
日 出 後 、 太 陽 電 池 電圧 が 一 定 値 以上 に な る と 、 灯 具 を 消灯 させ ます 。 

[タイ マー コン トロール 機能 ] 

灯具 の 点灯 時 間 、 フ ル 点 灯 、 省 エネ 点灯 モー ド が 設定 され て いま す 。 


[地震 検知 ・ 照 明 モ ー ド 変更 機能 

民度 5 相当 (1 10~200 ガ ル ) 以 上 の 振動 を 検知 し た 場合 は 、 フ ル 点 灯 の 防災 モー ド に 入り ます 。 
・ 日 中 時 の 検知 …… 地震 検知 後 、2 晩 防災 モー ド に 入り ます 。 

・ 日 没 時 の 検知 …… 地震 検知 し た 時 刻 か ら 当日 と 翌日 の 2 晩 、 防 災 モ ー ド に 入り ます 。 

[商用 電源 切り 替え 機能 

蓄電 池 の 充 電 旦 が 少な く な る と 商業 電源 に 切り 替わり ます 。 






































































































































蓄電 : 也 昼間 に 太陽 電池 で 発電 し た 電気 エネ ルギー を 蓄え 、 夜 間 に 和 灯具 を 点灯 させ る 電源 で す 。 
灯 具 LED ユ ニッ ト を 内 蔵 し て お り 、 周 囲 が 暗く な る と 自動 点灯 し ます 。 
商用 電源 蓄電池 の 充 電 量 が 少な く な っ た と き に 灯具 を 点灯 させ る 電源 で す 。 


・ー 届 一 べ ヽ 図 北 中 未 室 NAS 虹 玖 | 


へ で てら 可 周 漠 ロロ 


設置 まで の 流れ 























































































































































































































設置 場所 の 決定 か ら 、 照 明 灯 の 支柱 設置 まで の 作業 手順 は 、 お お よそ 次 の よう に な り ま す 。 
/ や 
(i 設置 場所 の 決定 ) 設置 場所 の 条件 に つい て は 下 の 「 よ り 安 定 し た 性 能 を 確保 する た め に 」 参 照 。 
( 着工 準備  ) 専門 業者 に ご 相談 くだ さい 。 
設置 手続 官公 署 な ど へ の 申請 手続 (私 有 地 の 場合 は 不要 ) 
了 下 埋設 物 の 確認 | 水道 管 ・ ガ ス 管 ・ 排 水管 な どの 有無 
取 盤 調査 地 耐 力 (地盤 支持 力 ) の 調査 
基礎 設計 地 耐力 に 応じ た 基礎 設計 
仮設 工事 仮 書 い ・ 安 全 梱 ・ 安 全 灯 の 設置 
(基礎 工事 ) 
支柱 設置 工事 詳細 は 10 ペ ー ジ 参照 
(組立 工事 ) 
組立 ・ 結 線 詳細 は 1015 ペ ー ジ 参照 
( 設置 完了  ) 
に ノノ 








基礎 工 事 


9 ペー ジ の 基礎 設計 例 を 参考 に 、 基 礎 設 計 を お こ な っ て くだ さい 


蓄電 池 を 設置 交換 で きる よう に 、 背 面 の 電池 ボッ クス の た 後方 に 最低 50cm 
スペ ー ス を 確保 し て 設置 場所 を 決定 し て くだ さい 


設置 場所 に より 基礎 設計 ・ 設 計 工法 が 異な り ま す 。 
必ず 専門 家 の 方 が 施工 を お こ な っ て くだ さい 
その 他 の 基礎 施工 に 関し て は 、 設 計 基 準 、 そ の 他 法 規制 を 遵守 し て くだ さい 。 





設置 準備 

① 設置 予定 場所 に 基礎 ブロ ッ ク ( ア ンカ ー ボ ルト 付 ) の 外形 より も 大 きめ に 穴 を 掘る 。 

② 基礎 ブロ ッ ク に は M24、 ア ンカ ー ボ ルト を ピッ チ ら 50mm 使 用 する 。 (3 ペー ジ 上 面 図 参 照 ) 
設置 作業 例 

① 底部 に 栗 石 な ど を 置く 。 


② 支柱 設置 後 の 向き を 考慮 し て 、 基 礎 ブ ロッ ク を 掘削 場所 へ 埋め 込む 。 
③ 基礎 ブロ ッ ク の 周囲 を 埋め 戻し 周囲 を 踏み 固め る 。 
※ 基 礎 ブ ロッ ク の 周囲 を コン クリ ー ト で 固め る と き は 、 支柱 底部 か ら の 水 抜き を 考慮 し こく だ さい 。 


(支柱 底部 に 本 体 の 水 抜 き が あり ます ) 
水平 器 ・ 水 準 器 を 用 いて 、 基 礎 ブ ロッ ク 上 面 が 水平 で あや る こと を 確認 し 、 支 柱 を 





垂直 に 立て て くだ さい 。(O.5” 以内 ) 
感 岩 セン サー が 正常 に 作動 し な いこ と が あり ます 。 





基礎 工 事 


ホ 三 / ル 三 
【 大 礎 設 計 例 ( ご 参考 )】 
e 面 風速 (設計 風速 )60m/s 仕 様 で す 。(LN-LXHS 1 [ 面 重 塩害 仕様 ] は 65m/s 仕 様 ) 建 物 の 屋上 ・ 山 槻 ・ 
橋 染 な ど 強 風圧 場所 で は 使用 し な いで くだ さい 。 器具 落下 ・ 支 柱 転 倒 の 原因 と な り ま す 。 
※ 基 礎 寸法 は 、JIL1003 の 簡易 計算 に も と づき 計算 し た 参考 値 で す 。 地 耐力 に 応じ て 計算 し て くだ さ 


ご 参考 例 ら 
日 本 地 工 株 式 会 社 の 


ポー ルアン カー シン クレ ス a 
で の 基礎 工事 例 = 













































































特徴 ニット 
・ 回転 挿入 施工 で 設置 可能 。 ーー 
・ コ ン パ クト な た め 省 スペ 
ー ス に 設置 可能 。 
・ 残土 の 発生 時 が 少な い 。 
































明 礎 ブロ ッ ク 用 の 周囲 を コン クリ 
ー ト で 固め る と き は 、 支 柱 i 
か ら の 水 抜 き を 考慮 し て くだ さ 

アン カー ボル ト M24 

電線 保護 管 (別途 ) 

アン グル 

コン クリ ー ト 基礎 ブロ ッ ク 


※ 1 支柱 の 垂直 お よび 支柱 中 
排水 処理 心 部 か IN 
し て く だ さ 

栗 石 
































の 場合 ) 

















上 
yee 














票 準 的 な 地 
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に mm 


な の ヒー 
工事 前 の ご 確認 
標準 的 な 工事 に は 以下 の 準備 が 必要 で す 。 

@ 本 体 吊 り 上 げ 用 クレ ー ン  e 高 所 作業 車 (上 方 で の 作業 用 ) ® 漏電 ブレ ー カ ー*  @ アー ス 線 \* 
e 工具 スパ ナ ・ ラ チェ ッ ト レ ンチ ・ ト ルク レン チ な ど 六角 レン チ 

設置 工事 用 土木 機材 お よび 材料 (支柱 設置 用 ) 

水準 器 ・ 水 平 器 (0.5” 以内 で 測定 で きる も の ) (支柱 設 置 用 ) 

黒 布 (太陽 電池 遮光 用 ) 方 位 磁針 (太陽 電池 方 位 確認 ) 
画 法 的 に 必要 ご は あり ませ ん が 、 落 雷 を 避け た い 場 合 、 近 くに 別途 有効 な 避雷 針 の 設置 を ご 検討 くだ さ 
※ 漏 電 ブ レー カー、 ア ー ス 線 は 付属 し て いま せん 。 別途 、 お 買い 求め くだ さい 。 


電池 の 取り 扱い に つい て 
画 苦 電 池 は 保管 中 で も 寿命 ・ 性 能 が 低下 し ます の で 、 製 品 到着 後 速やか に 設置 し こく だ さい 
画 設置 [ 事 ま で の 保管 は 次 の 場所 を 選ん で くだ さい 。 
(1 ) 温度 が 低く 乾燥 し て いる 場所 。( ど ) 雨 露 ・ 直 射 日 光 を 受け な い 場 所 。 
画 茜 電池 を 落下 させ な いで くだ さい 。 万 一 、 落 下 ・ 転 倒 に より 、 蓄 電池 の ケー ス に ヒビ な ご ど ご が 入り 、 























電解 液 が 皮膚 ( 手 や 顔 な ど ) に 触れ た と き は 、 た だ ち に 多量 の 水 で 洗い 流し 、 医 師 の 診察 を 受け て くだ さい 。 











また 、 損 傷 を 受け た 蓄電 池 は 絶対 に 使用 し な いで くだ さい 。 
画 詳細 に つき まし て は 、 苦 電池 に 同村 され て いる 取扱 説明 書 を ご 覧 くだ さ 











上 時 日 へ 曽 日 再 上 へ うき 当 8 中 遼 品 | 


lh 


i 
CE 


組み 立て 前 の ご 確認 
電気 系 統 は 手 や 部 品 が 濡れ た 状態 で 作業 し な い 。 


@ 製品 
感電 事故 ・ 故 障 の お それ が あり ます 。 

@ 太陽 電池 や 蓄電 池 と 接続 され た ケー ブル 端 に 素手 
で さわ ら な い 。 
感電 の お それ が あり ます 。 

@ 電気 系 統 の 作業 を お こ な う 場合 は 、 必 ず 絶 緑 手袋 
を つけ て くだ さい 。 
感電 の お それ が あり ます 。 








訓 電源 ボッ クス の 取り 付け 


① 上 攻 ( 大 カバ ー) を 止め て いる ネジ (※X④)、 シ ー ル 
ワッ シャ (x4) を は ず し 、 上 蓋 (大 カバ ー) を は ず 
し ます 。 


蓄 ( ボ ックス カバ ー) を 上 部 に スラ イド させ て 、 
は ず し ます 。 


支柱 を 電源 ボッ クス 取付 用 メ ネ ジ 部 を 上 に し て 
寝かせ 、 そ の 上 に 電源 ボッ クス の ネジ 穴 と 支柱 
の ネジ 穴 を 合わ せ 、 棚 板 上 に ビニ ル 小 袋 に 入れ 、 
テー プ 止 め さ れ て いる M8 六 角 ポ ルト (X4) と 平 
ワッ シャ (x4) と スプ リン グ ワ ッ シ ャ (x4) で 電 
源 ボ ックス を 固定 し ます 。 


回 支柱 設置 


① 支柱 を 底面 か ら 商用 電源 の 電線 を 配線 通 

か ら 引 き 出 し て くだ さい 。 

電線 の か みこ み に 注 意 し な が ら 支 柱 を アン カー 

基礎 の 上 に 立て 、 垂 直 を 確認 後 、 六 角 ナ ッ ト (Xx4) 
・ ワ ッ シ ャ (x4) を アン カー 基礎 に 取り 付け て くだ 
さい 。 

( 感 謀 セン サー が 取り 付い て いる の で 0.5” 以内 に する 
必要 が あり ます ) 

垂直 を 確認 し て くだ さい 。 

六角 ナッ ト ( ら 個 X4)・ ワ ッ シ ャ (X4) を 取り 付け て 
くだ さい 。 

※ 締 め 付け が 不 十 分 な 場合 は 、 支 柱 転 倒 の 原因 と 
な り ま す 。 

キャ ッ プ (x4) を か ぶせ て くだ さい 。 
※ 導 角 ナ ッ ト ・ ワ ッ シ ャ ・ キ ャ ッ プ は 、 
の 際 に 別途 手配 が 必要 で す 。 


② 


③ 

















し 穴 を 














@ 





設置 工事 


10 


4 人 凡人 き ポ ルト ーー 


は 重量 物 で す の で 人 荷 積み ・ 運 搬 ・ 支 柱 設置 


工事 の と き は 安全 に 十分 に 注意 し て くだ さい 。 
また 運搬 ・ 工 事 の と き 、 製 品 に 傷 が 付か な いよ 
うに 注意 し て くだ さい 。 


@ 雨天 時 の 工事 は 避け て くだ さい 。 





シー ル ワ ッ シャ 





二 面 幅 6.5mm 上 蓋 ( 天 カバ ー) 
真 上 に 
スラ イド させ て ー 
引き 抜く に 
(ボッ クス カバ ー) 
M8 六角 ボル ト 
スプ リン グ 電源 ボッ クス 





SN 


= 
= 






配線 通し 穴 





支柱 背面 支柱 前 面 








回 太陽 電池 取り 付け 


① 支柱 頂部 に M8 六 角 ボ ルト (X4)、 ス プリ ング ワッ シャ (34) で 仮 止め (工場 出荷 ) の アー ム フ ラ 
ンジ カバ パー を は ず し て くだ さい 。 


② アー ム フ ラ ンジ の 人 穴 位置 か ら 太 陽 電 池 が 南 を 向く 位置 を 考え 、 支 村 























E ア ー ム ベー ス に 止め る 4 本 
の ネジ 穴 を 決定 し て くだ さい 。 
③ 支柱 トッ プ カ バ ー の シー ル 紙 を は が し 、② で 決定 し た 4 本 の ネジ 穴 が みえ る よう に 支柱 アー ム 
ベー ス に 張り つけ て くだ さい 。 
④ 太陽 電池 架台 下部 か ら 出 て いる 太陽 電池 ケー ブル を 、 支 柱 内 に 押し 込ん で くだ さい 。 
⑥ 太陽 電池 を 支柱 に 差し 込ん で くだ さい 


⑥ 南 の 方 向 に 太陽 電池 を 合わ せ て くだ さい 。 


⑦ アー ム フ ラ ンジ カバ ー を M8 六 角 ボ ルト (L30mm)(xX4) に スプ リン グ ワ ッ シ ャ (4) で 支柱 に 
取り 付け て くだ さい 。 





て くだ さい 。 
締め 付け が 不 十 分 で す と 、 落 下 や は ずれ の 原因 と な り ま す 。 





ご 注意 M8 六角 ボル ト は 必ず 締め 付け トル ク 7.ON・m(72kgf・cm) で し っ か り と 締め 付け 


Ns 敵 | 





太陽 電池 が 真 南 に 向く よう に ね じ 穴 を 
合わ し て くだ さい 。 支柱 
(間違え る と 真 南 を 向き ませ ん ) 


トッ プ カ バ ー 
太陽 電池 ケー ブル 





M8 六角 ボル ト 


1 


アデ アーム フラ ンジ カバ パー 
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組み 立て 
























































回 灯具 取り 付け 

① 灯具 か ら の 配線 を 直線 に の ば し て くだ さい 。 

@ 灯具 を 支柱 取付 金具 に 設置 し こく だ さい 。 

③ この 灯具 か ら の 配線 を 支柱 の 配線 通し 穴 に 通し ブッ シン グ を 支柱 に は め 
て くだ さい 。 

④ 灯具 を 付属 の M6 六 角 ボ ルト ら 本 で 締め 付け トル ク ら .6N・m(26.5kgf 
・ Cm) で 固定 し て くだ さい 。 
締め 付け が 不 十分 で す と 、 沙 下 や は ずれ の 原因 と な り ま す 。 

®⑤ 灯具 アン グル カバ ー を 支柱 取付 金具 の 下 か ら は め 込 み 、 左 右 ら 力 所 ずつ 、 








計 4 力 所 を 付属 の M4 ネ ジ で 固定 し て くだ さい 。 








支柱 取付 金具 


SN 

M6 六 角 ボ ルト NN 
ー 末 相 辺 法 。 へ 、』M 
10mm 上 
of 


回 結線 
※ 漏 電 ブ レー カー、 ア ー ス 線 は 付属 し て いま せん 。 別途 、 お 買い 求め くだ さい 。 
① 漏電 ブレ ー カ ー (別途 ) を 取り 付け て くだ さい 。 ④ 太陽 電池 ケー ブル を 配線 通し 穴 よ り 引き 





Ns < 

ゞ 
ささ 
ゞ 


灯具 アン グル < 
カ 





バー ーーーー 


































































































































































































































































































@ 商用 電源 入力 線 と サー ジア ブ ソ ー バ ー 線 を 漏電 ブ 出 じ で て くく 大 さい 5。 
レー カー に 止め て くだ さい 。 ⑤ 太陽 電池 ケー ブル を 棚 板 の 後方 を 通し 、 
③ 商用 電源 線 と アー ス 線 を 棚 板 の 後方 より 電源 ボッ 次 に 棚 板 の 上 方 を 通し 前 方 に 引き 出し て 
クス 上 方 に 引き 出し 、 両方 の 線 を 前 面 に 引き 出し くだ さい 。 
て くだ さい 。 @⑥ 太陽 電池 ケー ブル を 端子 台 に 接続 し て く 
@ 商用 電源 線 を 漏電 ブレ ー カ ー に アー ス 線 を アー ス だ さい 。 ( 白 +、 黒 ) 
ね じ と サー ジア ブ ソ ー バ 用 アー ス ね じ に 止め て く 
だ さい 。 商用 電源 線 
アー ス ね じ 
S 漏電 ブレ ー カ ー (別途 ) 
上 アー ス 線 中 
別途 ) Po 
| 商用 電源 入力 線 
遇 サー ジア ブ ソ ー バ ー 線 
5 サー ジア ブ ソ ー バ ー 
サー ジア ブ ソ ー バ ー 
アー ス ね じ 
o 居 板 端子 台 
配線 通し 穴 棚 板 












































配線 通し 穴 














⑦② 灯具 か ら の 配線 を 配線 通し 欠 よ り 引 き 出 し て くだ さい 。 
灯具 か ら の 配線 を 電源 ボッ クス の 後方 より 引き 出し 、 電 源 ボ ックス 後方 の 配線 と 接続 し こく だ さい 。 
⑨ 灯具 配線 を 電源 ボッ クス の 中 に 収納 し て くだ さい 。 








後方 の 配線 灯具 か ら の 配線 
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配線 通し ? 














に EF 部 | 


上 蓄電 池 の 設置 


① 鞭 電池 を 支柱 内 に 設置 する 際 、 蓄 電池 の 吊り 下げ 専用 の と っ て 部 は 使用 し な いで くだ さい 。 
蓄電 池 の 電 極 が ・ 上 ( 〇 側 ) 下 ⑥ 側 ) に な る よう に 立て て 、 底 面 を 両手 で 持ち 上 げ 、 昔 電池 棚 板 お よび 、 
ボッ クス 内 左右 の すき 間 に 指 を 挟ま な いよ う 注 意 し 、 ゆ っ くり と 収納 し て くだ さい 。 

@ 下記 の 図 を 参考 に 蓄電 池 を 、 下 段 よ り 順 次 3 個 を 電源 ボッ クス 内 の 棚 に 納め て くだ さい 。 
この と き 、 電 源 ボ ックス 左側 に 装備 され て いる 蓄電 池 接続 ハー ネス を 挟み 込ま な いよ う 注 意 し て く 
だ さい 。 








コン トロ ー ラ ー 







/ 





蓄電 池 X3 


/ 


/ 


4 " / 


を 


次 電池 棚 板 


| 


4 7 () 


0) 4 (_) 
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組み 立て 


蓄電 池 の 結 線 


① 下記 の 図 を 参考 に し て 蓄電 池 を 並列 に 接続 し て くだ さい 。 

※ 蓄 電池 の ① 〇 に 注意 し て くだ さい 。 間 違え る と 、 や けど ・ 発 煙 ・ 発火 する こと が あり ます 。 
※ 蓄 電池 配線 が 電源 ボッ クス 内 側 ・ 蓄 電池 ・ 蓄 な どの 金属 部 に 接触 し な いよ うに し て くだ さい 。 
ショ ー ト する お それ が あり ます 。 

配線 接続 時 は 蓄電 池端 子 の 極性 表示 を 必ず 人 確認 し 、 鞭 電池 に 付属 の M5 ボ ルト ・ ナ ッ ト で 、 電 

源 ボ ックス 内 左側 に 固定 され て いる ワイ ヤー バー ネス 各 端 の 丸 形 圧 意 端 子 と 昔 電 池端 子 を 強固 

に ネジ 止め し て くだ さい 。 

③ 側 ケー ブル = 赤色 

ご 〇 側 ケ ー ブ ル = 黒色 

※ 昔 電池 配線 は 誤 配 線 防止 とし て 、 線 長 ご が 調整 され て いる た め 、 無 理 に 引っ 張る と 断線 や 
ショ ー ト に よる 危険 が あり ます 。 













〇 側 ケ ー ブ ル = 黒 色 





M5 ボ ルト 
導電 池 配線 
丸 型 圧着 端子 
= 
六角 ナッ ト 
































六角 ナッ ト 
ワッ シャ ー 
蓄電 池端 子 


丸 型 圧着 端子 
M5 ボ ルト 


eof 





支柱 背面 
① 側 ケ ー ブ ル = 赤色 





e ケー ス 内 で の 接続 作業 が 困難 な 場合 は 、 蓄 電池 を 2 ら 一 3cm 手 前 に 
引き 出し た 状態 で 作業 し て くだ さい 。 
※ 蓄 電池 (本 体重 量 :15.3kg) を 引き 出す 際 は 、 重 量 物 の た め 沙 下 
に 気 を 付け て こく だ さい 。 





























② コン トロ ー ラ ー に 蓄電 池 コ ネクター を 接続 し て くだ さい 。 コン トロ ー ラ ー 
※ 必 ず 蓄 電池 の 接続 し た 後に 、 コ ント ロー ラー に 攻 電 池 
コネ クタ ー を 接続 し て くだ さい 。 




































































蓄電 池 コ ネクター 





組み 立て 


回 太陽 電池 の 方 位 微 調整 











(X4) を ゆる め 、 太 陽 電 池 を 南 に 向け 、M8 六 朋 ポ ルト 
(X4) を 締め 付け て 固定 し て くだ さい 。 


※M8B 六 角 ボ ルト 締め 付け トル ク 70N・m(78kgf 2 る MS 


六角 ボル ト 
‘Cm) ー 面 幅 ( 対 辺 法 ) 
※ 締 め 付け が 不 十分 で す と 、 落 下 や は ずれ の 原因 と な 13mm 
り ま す 。 


設置 後 の 確 認 


【 点 灯 確 認 


漏電 ブレ ー カ ー (別途 ) を ON に し て くだ さい 。 

ら . 太陽 電池 スイ ッ チ を ON ( 右 ) に し て くだ さい 。 

3. コン トロ ー ラ ー の 「CHG」 の 緑色 の LED が 点灯 し て いる 
こと を 確認 し て くだ さい 。 (太陽 電池 ケー ブル 接続 確認 

4. 太陽 電池 スイ ッ チ を 0FF ( 左 ) に し て 、 灯 具 が 点灯 す 
る こと を 確認 し て くだ さい 。 (灯具 か ら の 配線 接続 確認 ) 

5. コン トロ ー ラ ー の 「OUT1」 の 樽 色 の LED が 点灯 し て いる 
こと を 確認 し て くだ さい 。 (蓄電 池 出力 確認 

6. コン トロ ー ラ ー の 人 外部 充電 の コネ クタ の 接続 を は ず し 、 
電源 ボッ クス 後方 上 部 か ら 電 源 ボ ックス 後方 の 基板 が 穫 色 
に 点灯 し て いる の を 確認 し て くだ さい 。 (商用 電源 出力 確認 ) 

7. コン トロ ー ラ ー の 人 外部 充電 の コネ クタ を 接続 する 。 

8. 太陽 電池 スイ ッ チ を ON ( 右 ) に し て くだ さい 。 灯 具 が 消灯 
し 、 コ ント ロー ラー の 「CHG」 の 緑色 の LED が 点灯 し ます 。 

9. 10 ペ ー ジ の 「1 電源 ボッ クス の 取り 付け 」 を 参考 に 攻 、 上 蓋 を 
取り 付け て こく だ さい 。 
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漏電 ブレ ー カ ー (別途 ) 





太陽 電池 スイ ッ チ 


NoFF 
に oN 





















































「 CHG 緑 LED 


OUT 樽 LED 












































レ 外部 充電 
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配線 図 
























































































































































































































































































































































太陽 電池 
灯具 
端子 台 | コン トロ ー ラ ー 赤 
CHG 緑 LED 
太陽 電池 スイ ッ チ °° | OUT 橋 LED と 7 
感 震 セン サー [」 」 
| MHDE START | 
> o ssa8s8 ( 〇 ) 
外部 充電 ロロ 
照明 灯具 出力 
黒 HH 
/ | 
ン S18 
赤 
AC/DC コ ン バ ー タ ー 
太陽 電池 1 
ele] | 







































































DC 12V 
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9 
中 人 8 


商用 電源 


























漏電 ブレ ー カ ー 
(別途 ) 


























サー ジア ブ ソ ー バ ー 











お 手入れ の し か た 


長く お 使い いた だ く た め に 、 定 期 的 に お 手入れ を し て くだ さい 。 適 時 メン テ ナ ン ス ・ 点 検 ( ネ ジ ・ ナ ッ ト の ゆる み 、 
部 品 の 腐食 、 部 品 の 破損 、 地 盤 の 状態 な ど ) を し て くだ さい 


信 廊 陣 








万 一 、 損 傷 な ど に より 著 電 池 の 電 解 液 が 























火災 ・ タバ パコ な どの 火気 は 絶対 に | 目 ・ 皮 膚 ・ 衣 服 に 付着 し た と き は た だ ち 
けり て 束 み 込ん だ と き は た だ ち に うか が い を く 
ニニ ュ ご Ca こ だ こう \ い 
攻 電池 か ら 発生 する 水素 ガス が 、 和 所 り 返 し た 後 、 多 量 の 水 を 飲ん で くだ さい 。 
xr や ショ ー ト に よっ て 引火 ・ 爆 発 や 火災 必ず 実施 応急 処置 後 、 た だ ち に 医師 の 診察 を 受け 
禁止 。 の 原因 に な る お それ が あり ます 。 て くだ さい 。 玉 電 池 の 電解 液 は 希 硫酸 で 
ジ す 。 火 傷 や 失明 の お それ が あり ます 。 
人 、 蓄電 池端 子 の 結線 を は ず す と き 、 ま た パ ヽ 

















乾い た 布 や は た き が け に よる 清掃 は 、 いよ うに 注意 する 。 
静電気 が 発生 し て 、 爆 発 の 原因 に な り = ショ ー ト させ る と 感電 の 危険 が あり 、 
ます 。 禁止 また 蓄電 池 の 劣 化 を ひき 起こ すこ と に な り 


4 ド す 。 























乾 布 ・ は た き が け に よる 清掃 は し な い 。 は 取り 付け の と き に 工具 類 や その 他 、 
QO 著 電 池 の ケ ー ス ・ ふ た は 合成 樹脂 の た め 〇 ① 金属 類 な ど で 端子 問 を ショ ー ト させ な 











hn 





























Ql Ql 








本 製品 は 商用 電源 併用 機器 で す 。 本 oe 
メン テ ナ ン ス 時 は 、 必 ず 電 源 を 切 a OO 
っ て くだ さい 。 


* や 、 や けど な どの 原因 に な り ま す 。 
本 けが や 、 や けど な どの 原因 に な り ま す 
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八 注意 














































4 蓄電 池 は すべ て 並列 に 接続 し ます 。 
蓄電 池 の ① ら の 接続 を 間違え な い 。 有機 溶剤 (シン ナー・ ベ ンジ ン ・ ア ルコ 
接続 方 法 を 誤る と 、 や けど ・ 発 煙 ・ ー ル ) な ど を 使用 する と 、 ケ ー ス や ふた 
発火 の 原因 と な り ま す 。 ま た 、 六 電 を 破損 する こと が あり ます の で 、 絶対 
必ず 実施 池 お よび 充電 池 ・ タ イマ ー コ ント ロ 禁止 に 使用 し な い 。 
、 ー ラ ー が 破損 する こと が あり ます 。 
| 0 he 高 さ が ら m 以 上 の 場所 で 作業 を お こ 
売 こさ な う 場 合 は 、 労 働 安全 衛生 規則 に 準 
メン テ ナ ン ス に は 技術 と 経験 が 必要 で す 。 1 
し 人 ぁ * 素 放 区 し た 安全 措置 が 必要 と な り ま す 。 














圭 太陽 電池 受光 面 が 汚れ て いる と 、 大 陽 電 池 の 出力 が 低下 し 、 点灯 時 間 が 短く な る 
太陽 電池 の 清掃 原因 と な り ま す 。 適 宣 、 受 光 面 を 布 な ど で 清 掃 し て くだ さい 。 


灯具 の 清掃 妥 明 灯 カ バー な どの 清 授 は 、 中 性 洗剤 を 薄め た 液 を 含ま せ た 柔 ら か い 布 を よく 
絞っ て か ら 軽 く 拭い て くだ さ し 
ペン ジン や シン ナー な どの 有機 深 別 や 、 化 学 そ ぞ う さん 、 エア ゾー ル は 絶対 に 使わ 
な いで くだ さい 。 塗装 表面 の 劣化 変色 、 プ ラス チッ ク 部 品 が 変質 し た り 、 割 れ 

























































































た り し て 故障 の 原因 と な り ま す 。 
に ニコ 曽 電池 の 機能 を 長期 間 保つ に は 、 適 切な 保守 ・ 点 検 が 必要 で す 。 
電池 の 保守 1 年 に 1 回 程度 、 点 検 を お こ な っ て くだ さ が 頂 目 に つい て は 、18 ペ ー ジ の 











「 蓄 電池 の メン テ ナ ン ス 項目 」 を ご 参照 だ さ 














meee pe か Po | 


お 手入れ の し か が た 


蓄電 池 の メ ン テ ナ ンス 点検 項目 










































































































































































内 容 基 準 処 置 
ケー ス ・ ふ た な どの 損傷 | 損傷 お よび 液 漏れ の な い 液 濡 れ が ある 場合 は シャ ー プ 
お よび 液 漏れ の 有無 を CEs お 客 様 相談 セン ター( 裏 表紙 
見 る 。 ) ま で ご 連絡 くだ さい 。 
まこ りな ご ど に よる 汚損 の | 汚損 の な いこ と 。 汚損 し て いれ ば 、 湿 っ た 布 
有無 を 見 る 。 (固く 絞っ た 布 ) な ご で 清掃 
する 。 
芝 続 線 ・ 端 子 な どの 発生 | 発 錆 の な いこ と 。 清掃 ・ 防 錆 ・ 補 修 な ど を する 。 
の 有無 を 見 る 。 
② 接続 蓄電 池 商 子 部 の ね じ の 蓄電 池 の ④@ 出力 端子 に 接続 
ゆる み の 有 無 を 見 る 。 し て いる ね じ が ゆる ん で いる 
場合 は 確実 に 差し 込ん で くだ 
さい 。 
薔 電 池 の 交 換 方 法 
次 の 手順 で 取り 替え て くだ さい 。 
1. 電源 ボッ クス の 上 蓋 、 蓋 を は ず し て くだ さい 。(10 ペ ー ジ 「1 . 電 源 ボ ックス の 取り 付け 」 参 照 ) 
2. 太陽 電池 スイ ッ チ を OFF に し 、 太 陽 電 池 が 発電 し な いよ うに し て くだ さい 。 
3. コン トロ ー ラ ー か ら 鞭 電池 コネ クタ ー を は ず し ます 。(14 ペ ー ジ [7Z. 蓄 電池 の 結線 」 参 照 ) 
4. 蓄電 池端 子 に 接続 し て いる 、 差 込 端子 を 抜き 、 結 線 を は ず し ます 。 そ の 際 も 、 絶 縁 ビ ニー ル テ ー プ な ど を 


使用 し 、 シ ョ ー ト し な いよ うに し て くだ さい 。 
























































5. 蓄電 池 を 新品 に 交換 し ます 。 

必ず すべ て の 蓄電 池 を 同時 に 交換 し て くだ さい 。 新 旧 の 蓄電 池 を 混ぜ て 使用 し な いで くだ さい 。 
6. 蓄電池 を 結線 し ます 。(14 ペ ー ジ 「 7/7. 蓄電 池 の 結 線 」 参 照 ) 
7. コン トロ ー ラ ー に 蓄電 池 コ ネクター を 差し 込ん で くだ さい 。(1 1 ペー ジ 「7. 蓄 電池 の 結線 」 参 照 ) 
8. 太陽 電池 スイ ッ チ を ON に し て くだ さい 。 











※ 蓄 電池 の 交換 前 に 、10 ペ ー ジ の 「 組 み 立 て 前 の ご 確認 」 を ご 確認 くだ さい 。 


























故障 か が な? 


修理 を 依頼 され る 前 に 、 次 の こと を も う 一 度 ご 確認 くだ さい 。 
ご 確認 され て 異常 が 見 られ る と き は 、 お 買い あげ の 販売 店 また は シャ ー プ お 客 様相 談 セ ンタ ー ま で お 問い 合わ 
せく だ さい 。 

こん な と き お 調べ くだ さい 




















一 灯具 が 点灯 し な い @ 周囲 が 明る く な いで すか が か? 
日 没 を 検知 する まで 点灯 し ませ ん 。 








保証 と アフ ター サー ビス 
































: 修理 を 依頼 され る と き は [出張 修理 
: ] [故障 か な ?] を 調べ て くだ さい 。 

・ の それ で も 異常 が め る と き は 使用 を や 

・ め て 、 お 買い あげ の 販売 店 に ご 相談 

し くだ さい 。 





保証 書 ( 一 体 ) 
e 保証 書 は 「 お 買い あげ 日 ・ 販 売店 名 ] な どの 記入 を 























保証 書 は 、 内 容 を よく お 読み の 後 、 大 切 に 保存 し 
て くだ さい 。 

e 保証 期間 … お 買い あげ の 日 か ら 1 年 間 で す 。 
保証 期間 中 で も 有料 に な る こと が あり ます の で 、 
保証 書 を よく お 読み くだ さい 。 


保証 期間 中 


e 修理 に 際 し まし て は 保証 書 を ご 提示 くだ さい 。 
保証 書 の 規定 に 従っ て 販売 店 が 修理 させ て いた だ 
きま す 。 
保証 期間 が 過ぎ ざ て いる と き は 

修理 すれ ば 使用 で きる 場合 に は 、 ご 希望 に より 有料 

で 修理 させ て いた だ きま す 。 
補修 用 性 能 部 品 の 保有 期間 

e 当社 は ソー ラー ・ LED 賠 明 灯 の 補修 用 性 能 部 品 を 
製品 の 製造 打 切 後 、6 年 保有 し て いま す 。 


e 補修 用 性 能 部 品 と は 、 そ の 製品 の 機能 を 維持 する 
た め に 必要 な 部 品 で す 。 


仕 様 
































3 お 買い あげ の 販売 店 に 次 の こと を お 知ら せく だ さい 。 





・ 品名: ソー ラー・LED 照 明 誠 


・ お 買い あげ 日 (年 月 日 ) ・ 故 障 の 状態 (具体 的 に ) 
・ ご 住所 (付近 の 目印 も 合わ せ て お 知ら せく だ さい ) 
・ お 名 前 ・ 電 話 番号 ・ ご 訪問 希望 日 











・ 形 名 : (保証 書 に 記載 の 形 名 ) 



































お 確か めのう え 、 販 売店 か ら 受 け 取 っ て くだ さい 。 





| 悠理 料 金 の し くみ 。 ーー 
レ 理 料金 は 、 技 術 料 部 品 代 ・ 出 張 料 な ど で 構 成 さ れ て いま す 。 
技術 料 | 故障 し た 製品 を 正常 に 修復 する た め の 料 金 で す 。 

部 品 代 | 修理 に 使用 し た 部 品 代 金 で す 。 

出張 料 | 製品 の ある 場所 へ 技術 者 を 派遣 する 場合 の 料金 で す 。 


移設 され る と き は 

諸事 情 に より 別 の 場所 に 移さ れる 場合 は 、 専 門 家 に 
よる 工事 が 必要 と な り ま す の で 、 必 ず お 買い あげ の 
販売 店 に ご 相談 くだ さい 。 な お 、 移 設 に 要する 費用 




















































































































は 、 お 買い あげ の 販売 店 に ご 相談 くだ さい 。 


便利 メモ 


お 客 様 へ … 

















お 買い あげ 日 ・ 販 売店 名 を 記入 され 
る と 便利 で す 。 








お 買い あげ 日 























年 




















LN-LXH1 LN-LXHS 1 ( 重 耐 塩害 仕様 )※ う 








公称 最大 出力 


120W 設置 傾斜 角度 45 











灯具 光束 (※ 1 初期 値 ) 約 1800 ル ー メ ン 

















AC 100V/ ら 00V 28W/31W 50Hz/60Hz 





点灯 時 間 


日 没後 省エネ 点灯 1 時 間 
フル 点灯 5 時 間 
日 の 出 ま で 2 段階 省エネ 点灯 












































震 検 知 ・ 照 明 モ ー ド 
変更 機能 





蓄電 池 





地震 検知 後 ら 日 間 は 日 没 一 日 出 まで 防災 モー ド 
(省エネ モー ド な し の フル 点灯 ) 
( 感 謀 セン サー は 民度 5 相当 (110 一 8G00 ガ ル ) 以 上 で 検知 ) 















































DC1 ら V-G8AhX3 





動作 温度 


ー15Cー40C (※2) 





耐風 速 (設計 風速 


60m/s(JIL1003) | 


65m/s(JIL1003) 








設置 方 法 











ペー スプ レー ト 方 式 








※1] 蓄電 池 容 量 が 満 充 電 時 ( 閣 電 池 初 期 時 ) で フル 点灯 時 の 光束 と な り ま す 。 


※ ど 





充電 時 (日 中 時 ) に 周囲 温度 が 0C を 下回る と 充電 効率 が 悪く な り ま す 。 1 週間 以上 の 長期 に 渡り 、 昼 間 の 


気温 が 連続 し て 0C を 下回る と 、 点 灯 し な いこ と が あり ます 。 





※ づ 





( 社 ) 日 本 照明 器具 工業 会 ガイ ドブ ッ ク 1 1 7(1998) 照 明 器具 お よび 、 周 明 ポ ー ル の 耐 塩害 に 関す る ガイ ド よ り 


落 庄 へ AI 一 は ー 必 NNI(T 門 策 へ つ ざ せ 密 短 いせ は CS さ ッ > | 
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co 
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消耗 品 の 交換 に つい て 


/N ‘= 交換 の 目安 
注意 


品 
/ 自分 で 消耗 品 の 交換 を し な い 
必ず お 買い あげ の 販売 店 、 ま た は 専門 業者 に 依頼 し て くだ さい 。 
ノ | 寺谷 時 期 






































※ 蓄 電池 は 指定 の も の 以外 は 使用 し な いで くだ さい 。 














0 約 5 年 





/ 使用 済み の 蓄電 池 は リサ イク ル し ます 。 そ の まま 廃棄 せ ず 電池 工業 会 
る い は シャ ー プ お 客 様相 談 セ ンタ ー( 下 記 参 照 ) に お 問い 合わ せく だ さい 。 
ご 使用 され た 方 が 自ら 廃棄 され る 場合 は 、「 廃 棄 物 の 処理 お よび 清掃 に 関 

、 必ず 実施 する 法律 」 の 適用 を 受け る の で 注意 し て くだ さい 。 ノ 












































【 シャ ー プ お 客 様相 談 セ ンタ ー】 


1 gg 0120 - 48 - 4649 
| 受付 時 間 | 午前 9 時 一 午後 5 時 (平日 ) 


a こ ーー” = メト 本 社 〒545-8522 大 阪 市 阿倍 野 区 長池 町 22 番 の ら 号 
*:/ ツ ヤー ン 株 式 会 社 健康 ・ 環 塊 ツ ステ ム 事 業 林 部 〒58 1-8585 大 阪 府 八 尾 市 北 昌 井町 3 丁目 1 番 7 
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中 員 域 光 計 












































